
【新たな社会資本整備重点計画の施策・事業の一覧 ＜港湾分野＞】
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・日本を発着するコンテナ貨物が釜山
港などの東アジア主要港で積み替え
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縮減する（現行：10%（2008年））
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【国際コンテナ戦略港湾の整備】
・高規格コンテナターミナルの整備
・大型でコンテナの荷役効率の高いガントリークレーン等の
整備
・フィーダー輸送による国際コンテナ戦略港湾への貨物集
約への支援

【国際バルク戦略港湾の整備】
・穀物、鉄鉱石、石炭を取り扱うアジアの主要港湾と比べて
遜色のない物流コスト・サービスを実現し、それにより我が
国の産業や国民生活に必要不可欠な資源、エネルギー、
食糧等の物資を安定的かつ安価に供給するため、大型船
舶の活用等を図る

【日本海側拠点港の形成】

2

・2015年までに、国際バルク戦略港
湾において、現在主力なっている輸
送船舶の満載での入港に対応する

・2020年までに、国際バルク戦略港
湾において、パナマ運河の拡張や一
括大量輸送による物流コスト削減を
見据え登場する 大級の輸送船舶
の満載での入港に対応する
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【防波堤の整備】
・船舶の安全な航行を図るため、港湾内の水域の静穏
を維持する防波堤の整備

【臨港道路の整備】
・臨港道路の整備

【航路の整備】
・港内における航行安全性向上のための航路の拡幅或
いは整形、大型船の航行のための航路の増深
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5

・国際海上貨物の輸送コスト（海上輸
送コスト＋陸上輸送コスト）を○○年
度までに平成22年度比●％縮減する ①

○ ○ ○ ○◎◎

○ ○○ ○

現在、検討委員会の中で議論を進め
ているところ。
3月乃至は4月頃に、港湾管理者から
提案募集する迄には、委員会におい
て定める予定

① ○ ○ ○ ○ ○

・国際海上貨物の輸送コスト（海上輸
送コスト＋陸上輸送コスト）を○○年
度までに平成22年度比●％縮減する
・国内海上貨物の輸送コスト（海上輸
送コスト＋陸上輸送コスト）を○○年
度までに平成22年度比●％縮減する

①

【日本海側拠点港の形成】
・日本海側各港湾の役割の明確化と施策の集中による、日
本海側港湾のさらなる競争力強化を図り、対岸諸国の経済
発展を我が国の成長に取り込んでいくために日本海側拠点
港を形成

 【物流ターミナルの整備】
・国際・国内海上輸送ネットワークの拠点、臨海部における
企業立地や企業活動に必要な輸出入の拠点となる港湾の
整備

【港湾運営の民営化】
・港湾運営の効率化を図るため、民間の能力・資金を港湾
の運営に取り込めるような制度の創設
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 ④ 今維持管理（更新）を行わないと将来極めて危険となるおそれのあるもの 
 ⑤ ①～④以外に、例えば条件不利地域の自立・活性化支援に向けた事業等、緊急性とは 
   別の観点から、必要性が考慮されるべきもの 

検討中 

検討中 

検討中 

・低潮線保全区域において、行為規
制を行う。 ① ◎ ◎

○◎ ◎
・南鳥島・沖ノ鳥島について、特定離
島港湾施設を整備する。 ① △

5
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6

・我が国への外国籍クルーズ船の寄
港回数を○○年度までに□回に増加
させる
・我が国のクルーズ人口を○○年度
までに□万人に増加させる

①

◎ ○ △△

【旅客船ターミナルビルの整備】
 ・国際競争力の高い魅力ある観光地を形成するための、旅
客の乗降、待合等を快適にする施設の整備

【南鳥島・沖ノ鳥島における活動拠点の整備】
・海洋資源の開発・利用、海洋調査等に関する活動が本土
から遠く離れた海域においても安全かつ安定的に行われる
よう、特定離島港湾施設を整備

【低潮線保全区域における低潮線の保全】
・我が国の排他的経済水域等の根拠となる低潮線につい
て、低潮線保全区域における海底の掘削等の行為規制等
により保全を行う

【港湾関連産業の海外展開支援】
・官民連携による案件形成の支援
・政治のリーダーシップによる官民一体となったトップセール
スやセミナー開催
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スやセミナー開催
・我が国技術の国際標準化の推進
・プロジェクト推進の核となる官民人材育成の推進
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※ 「選択と集中」の基準 （新たな社会資本整備重点計画の骨子について（案）より抜粋） 
 ① 今整備をしないと国際競争力を著しく喪失するおそれのあるもの 
 ② 今整備をしないと将来世代に大きな負担を課すおそれのあるもの 
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加
や
二
地

域
居
住
を
推
進
す
る

施
設
の
効
率
的
な
利
活
用
を
通
じ

、
地
域
の
課
題
解
決

等
を
図
る

帰
省
や
旅
行

、
出
張
な
ど
で
快
適
に
目
的
地
ま
で
行
け

る 外
国
人
観
光
旅
客
の
来
訪
を
促
進
す
る

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
を
形
成
す

る 大
都
市
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る

安
全
で
美
し
い
農
山
漁
村
・
中
山
間
地
を
形
成
す
る

良
好
な
景
観
の
形
成
と
水
・
緑
豊
か
な
環
境
を
整
備
す

る 高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

社
会
を
つ
く
る

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
外
出
し
た

り
移
動
で
き
る
社
会
に
す
る

安
心
し
て
子
供
を
生
み

、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

に
す
る

不
自
由
せ
ず
良
質
な
水
が
利
用
で
き
る

空
と
海
の
安
全
を
守
る

渋
滞
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
時
間
の
浪
費
な
く
目
的
地
に

行
け
る
よ
う
に
す
る

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

通
勤
や
通
学
が
便
利
に
な
る

都
市
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

日
常
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
等
に
よ
り
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

施策
体系

内容

※ 「選択と集中」の基準 （新たな社会資本整備重点計画の骨子について（案）より抜粋） 
 ① 今整備をしないと国際競争力を著しく喪失するおそれのあるもの 
 ② 今整備をしないと将来世代に大きな負担を課すおそれのあるもの 
 ③ 今整備をすることで大きな経済効果をあげるもの 
 ④ 今維持管理（更新）を行わないと将来極めて危険となるおそれのあるもの 
 ⑤ ①～④以外に、例えば条件不利地域の自立・活性化支援に向けた事業等、緊急性とは 
   別の観点から、必要性が考慮されるべきもの 

※ 「選択と集中」の基準 （新たな社会資本整備重点計画の骨子について（案）より抜粋） 
 ① 今整備をしないと国際競争力を著しく喪失するおそれのあるもの 
 ② 今整備をしないと将来世代に大きな負担を課すおそれのあるもの 
 ③ 今整備をすることで大きな経済効果をあげるもの 
 ④ 今維持管理（更新）を行わないと将来極めて危険となるおそれのあるもの 
 ⑤ ①～④以外に、例えば条件不利地域の自立・活性化支援に向けた事業等、緊急性とは 
   別の観点から、必要性が考慮されるべきもの 

11

・首都圏における基幹的広域防災拠
点（川崎港東扇島地区）は整備済
・○○年度までに近畿圏における基
幹的広域防災拠点（堺泉北港堺２区）
の整備を完了する

② ◎ ◎

△◎ △ △ △△10

・耐震強化岸壁（緊急物資等輸送用）
の整備率は65％（Ｈ22．4末）
・国際海上コンテナターミナルの耐震
強化率は15％（H22．7）
・耐震強化岸壁の整備率を○○年度
までに●●％に向上
・国際海上コンテナターミナルの耐震
強化率を○○年度までに●●％に向
上
・H24年度までに海洋情報の提供に
関する高度化を実施予定
・○○年度までに既設ガントリーク
レーンを供用しながら耐震化する技
術及びガントリークレーンの逸走対策
に資するシステムを開発する
・○○年度までに「港湾貨物等の流
出防止対策マニュアル（仮）」を作成
する

② ◎

・耐震強化岸壁の整備
・緑地等のオープンスペースの整備
・臨港道路の耐震強化の推進
・国際海上コンテナターミナル等の耐震強化の推進
・荷役施設の耐震強化等に資する技術の開発
・沿岸域被害軽減に資する海洋情報の観測網の維持更新・
充実
・港湾貨物等の流出防止対策の推進

【基幹的広域防災拠点の整備及び運用体制の強化】
・広域的かつ大規模な災害発生時に緊急物資輸送の中継
拠点や広域支援部隊のベースキャンプを確保するため、首
都圏及び近畿圏において基幹的広域防災拠点の整備等を
推進
・関係機関と連携した訓練の実施等、運用体制を強化

【耐震強化岸壁等の整備】

△①

12

・東京湾、大阪湾等において、港湾関
係者から成る委員会を設置し、港湾
の事業継続計画（BCP）の策定に向
けた検討を実施中
・○○年度までに□□において、港湾
の事業継続計画（BCP）を策定する

② ◎

○ △ ○◎

○

△ △

○

△ △△◎

◎ ◎ ◎△◎ △ ◎

○14

・国際幹線航路の計画規模に対する
現況規模の割合は95％(H21)
・国際幹線航路の計画規模に対する
現況規模の割合を○○年度までに、
●●％にする

① ○

【航路の保全・管理の強化】
・国際・国内海上輸送ネットワークの根幹を形成している開
発保全航路において、航路の拡幅・増深、航路標識の設置
及び必要水深の維持の推進などの適切な開発・保全・管理
の推進

○ △△ ○◎

13
・離島航路における貨物の海上輸送
コストを○○年度までに平成22年度
比●％減縮減する

⑤

15

平成24年度から主要なコンテナターミ
ナル（15～20ターミナル）において、
出入管理情報システムを本格稼働す
る

【事業継続計画（ＢＣＰ）の策定支援】
・大規模地震発生時に緊急物資輸送等の優先業務を継続
させ、低下した港湾機能を早期に回復させるため、災害発
生時の対応等を規定する港湾の事業継続計画の策定を民
間事業者、港湾管理者、国等の港湾関係者が協働で推進

【離島ターミナルの整備】
・離島航路における船舶の就航率の向上や大型化に対応
するための離島ターミナルの整備

国
民
生
活
の
安
定
・
安
全
の
確
保

【出入管理情報システムの推進】
・セキュリティ水準の高い効率的な国際物流を実現するた
め、重要国際埠頭施設の制限区域への人の出入りを確実
かつ円滑に管理することが可能な出入管理情報システムを
主要港のコンテナターミナルに導入する

検討中 

検討中 

18

・港湾内におけるプレジャーボートの
確認艇隻数のうち、適正に係留・保管
されている隻数の割合は51.4％
（H18）
・湾内におけるプレジャーボートの確
認艇隻数のうち、適正に係留・保管さ
れている隻数の割合を○○年度まで
に、●●％にする

△◎○

◎

△ ○ ○ △◎

・○○年度までに□箇所整備する

17

・コンテナトレーラーに関する事故の
発生率を○○年度までに●％減少さ
せる
・事故に伴う損失額を○○年度まで
に●％減少させる

【既存施設の老朽化改良】

【港湾施設の長寿命化計画の策定】
・必要な機能を維持しつつ、将来の改良・更新コストの抑制
を図るため、港湾施設の長寿命化等に資する計画の策定
の促進

【重量計設置への支援】
・海上コンテナの過積載、偏載等により引き起こされるコン
テナ車輌の転倒事故を未然に防止するため、港湾において
過積載等を監視する施設を整備

【港湾におけるプレジャーボートの適正な係留・保管】
・マリーナ、ボートパークの整備
・放置艇削減のための規制措置

【避難港の整備】
暴風雨に際し 小型船舶が避難のため停泊するための避

◎・既存施設の有効活用を図るため、適時・適切な老朽化改
良の実施

16
・重要港湾以上の主要な係留施設の
うち、長寿命化計画を策定した施設
の割合は約58%(H21)

④

検討中 

検討中 

検討中 

検討中 

○◎ △

◎19
・○○年度までに□箇所整備する

20
・○○年度までに□箇所整備する

 ・暴風雨に際し、小型船舶が避難のため停泊するための避
難港の整備

【小型船だまりの整備】
・小型船舶が安全に陸揚・準備・休憩を行うとともに、港湾
内における船舶の輻輳を緩和するための、係留施設群の
整備

検討中 

検討中  2
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環
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実
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す
る

健
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す
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自
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図
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す
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く
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く
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く
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図
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光
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あ
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す
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れ
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等
が
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全
に
か
つ
安
心
し
て
外
出
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た
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移
動
で
き
る
社
会
に
す
る

安
心
し
て
子
供
を
生
み

、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

に
す
る

不
自
由
せ
ず
良
質
な
水
が
利
用
で
き
る

空
と
海
の
安
全
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守
る

渋
滞
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
時
間
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浪
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な
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づ
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や
通
学
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け
る
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好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

日
常
の
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
等
に
よ
り
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る

生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

施策
体系

内容

※ 「選択と集中」の基準 （新たな社会資本整備重点計画の骨子について（案）より抜粋） 
 ① 今整備をしないと国際競争力を著しく喪失するおそれのあるもの 
 ② 今整備をしないと将来世代に大きな負担を課すおそれのあるもの 
 ③ 今整備をすることで大きな経済効果をあげるもの 
 ④ 今維持管理（更新）を行わないと将来極めて危険となるおそれのあるもの 
 ⑤ ①～④以外に、例えば条件不利地域の自立・活性化支援に向けた事業等、緊急性とは 
   別の観点から、必要性が考慮されるべきもの 

※ 「選択と集中」の基準 （新たな社会資本整備重点計画の骨子について（案）より抜粋） 
 ① 今整備をしないと国際競争力を著しく喪失するおそれのあるもの 
 ② 今整備をしないと将来世代に大きな負担を課すおそれのあるもの 
 ③ 今整備をすることで大きな経済効果をあげるもの 
 ④ 今維持管理（更新）を行わないと将来極めて危険となるおそれのあるもの 
 ⑤ ①～④以外に、例えば条件不利地域の自立・活性化支援に向けた事業等、緊急性とは 
   別の観点から、必要性が考慮されるべきもの 

【自然環境の保全・創出】

【港湾緑地の整備】
・臨港地区就業者のための快適な就労環境の確保

◎ ◎ ○ ○ ○

○ ○ ◎△○ △ △

・都市域において、樹林地・草地・水
辺地等により構成される良好な自然
環境が制度的に担保されている面積

21
・CO2排出量を○○年度までに□ｔ削
減する ②

22
・リサイクルポート指定港における循
環資源取扱量を、○○年度までに○ｔ
にする

②

◎◎

○ ◎ △

◎23

・廃棄物を受け入れる海面処分場の
残余確保年数は約7年(H21)
・廃棄物を受け入れる海面処分場の
残余確保年数を○○年度までに約□
年にする

②

・港湾の整備に伴う浚渫土砂や内陸部で 終処分場の確
保が困難な廃棄物を確実に受け入れるため、海面処分場
を計画的に整備

【グリーン物流の推進】
・複合一貫輸送ターミナルの整備
・港湾における温室効果ガス排出削減計画策定の推進

【リサイクルポートプロジェクトの促進】
・循環資源の広域流動の拠点となる港湾をリサイクルポート
として指定し、循環資源取扱支援施設（循環資源の保管等
を行う施設）の整備等を支援

【海面処分場の整備】

グ
リ
ー
ン
イ

検討中 

検討中 

検討中 

・臨港地区就業者のための快適な就労環境の確保、
ウォーターフロントの形成、震災時に市民の生命を守る
ための避難地、防災拠点として機能する緑地の整備

【港湾の水質・底質の改善】
・深掘跡の埋め戻しや覆砂等の底質改善の実施

【湿地・干潟の再生】

・過去の開発等により失われた良好な自然環境である
湿地・干潟の復元・再生のため、自然再生事業等を実
施

○ ○ ◎△

△ ◎ ○ ◎

○ △ △

◎

・深堀跡の埋め戻しや覆砂等の底質
改善が必要な区域（3,100ｈａ）のうち、
改善した割合は42.3%(H21)
・深堀跡の埋め戻しや覆砂等の底質
改善が必要な区域（3,100ｈａ）のうち、
改善した割合を○○年度までに、●
●％にする

24
・過去の開発等により失われた良好
な自然環境である湿地、干潟の中
で、回復可能な面積約7,000ｈａのうち
自然再生事業等の実施により復元・
再生した割合は約2割(H21)
・過去の開発等により失われた良好
な自然環境である湿地、干潟の中
で、回復可能な面積約7,000ｈａのうち
自然再生事業等の実施により復元・
再生した割合を○○年度までに、●
●％にする

環境が制度的に担保されている面積
を○○年度までに○haにする

◎ ○

【海面に漂流する流木等のゴミや船舶等からの流出した油の回収】

・東京湾、伊勢湾、瀬戸内海、有明・八代海の閉鎖性海域

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

検討中 

検討中 

26
・みなとオアシスの登録数を○○年度
までに、□□件にする。

△ ◎ ◎△25 　

◎ ○△ ○○ ○△

◎ ○△ ○

地
域
の
活
性
化

東京湾、伊勢湾、瀬戸内海、有明 八代海の閉鎖性海域
（港湾区域、漁港区域を除く）において、海面に漂流する流
木等のゴミや船舶等から流出した油の回収を実施
・海面に漂流する流木等のゴミや船舶等からの流出した油
の回収の効率化に資する技術開発の実施

【みなと振興の支援】
・みなとの振興と通じて地域の活性化を図るため、港湾所
在市町村等の取組を支援

【みなとオアシスの認定・登録】
・人々の賑わいや交流を創出する旅客船ターミナルや緑地
等のみなとの施設を「みなとオアシス」として登録する等、地
域主体のみなとまちづくりの取組を促進

検討中 

検討中 
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